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スタートアップエコシステム協会等との共催による
「スタートアップの新・必須科目：Public Affairs」開催について 

福岡市では、国家戦略特区制度を活用した規制緩和により、スタートアップの
新たなチャレンジを後押ししています。 
この度、スタートアップエコシステム協会、日本パブリックアフェアーズ連盟

と共催で、「スタートアップの新・必須科目：Public Affairs」を 6月 26日（金）
に開催します。本イベントでは、国家戦略特区制度の活用などを通じたスタート
アップの新たな挑戦や事業成長の加速に向け、非市場戦略としてのパブリックア
フェアーズの重要性と実践手法を共有する予定です。
当日はぜひ取材くださいますようお願いします。
詳細につきましては、別紙資料をご覧ください。

【問い合わせ先】 
  総務企画局企画調整部 

担当：山口、野中 
電話：092-711-4958（内線 1215） 



【イベント開催のお知らせ】 

福岡市のスタートアップ・エコシステムの発展に向け 
法規制などルールを変えて、非連続の成長を目指す戦略について議論します！ 

１．イベント概要 

○ タイトル：スタートアップの新・必須科目：Public Affairs #3
　～規制緩和で加速する福岡市スタートアップエコシステムの未来～ 

○ 日時：2026年6月26日(金) 17時30分から20時00分まで
○ 場所：Fukuoka Growth Next（〒810-0041 福岡市中央区大名2-6-11）
○ 形式：現地参加、参加費無料
○ 主催：一般社団法人 スタートアップエコシステム協会（SEAJ）

　　一般社団法人 日本パブリックアフェアーズ連盟（PAAJ） 
共催：福岡市 

○ プログラム（別添の通り）
○ イベント詳細・お申し込み：https://luma.com/seaj-0626

２．登壇者 

○ 藤本あゆみ　SEAJ代表理事／FoundersNation㈱代表取締役社長／
  A.T. カーニー㈱アソシエイテッドスペシャリストアドバイザー 

○ 高橋朗 　SEAJ理事／PAAJ代表理事／マカイラ㈱代表取締役COO 
○ 鳥越正則 　CIC Fukuoka ゼネラル・マネージャー 
○ 藏滿渓 　福岡市経済観光文化局創業推進部創業係長 
○ 泉友詞 　PAAJ理事・株式会社DOZAN PARTNERS代表取締役社長兼CEO 
○ 中西貴子 　内閣府地方創生推進事務局参事官 
○ 木村光陽 　福岡市総務企画局企画調整部（国家戦略特区担当）企画係長 
○ 堀ナナ 　Tensor Energy㈱代表取締役 
○ 宮田洋輔 　PAAJ理事／㈱ポリフレクト代表取締役社長 

（問い合せ先） 
　PAAJ事務局／マカイラ㈱　中村勇太 

E-mail  y-nakamura@makairaworld.com
携帯  050-5363-2929

http://#


17:30-17:40 オープニング
 [登壇者]　高橋朗（SEAJ理事／マカイラ㈱代表取締役COO） 

17:40-18:25 セッション１｜世界・日本のスタートアップエコシステムー福岡の現在地と展望
● 基調講演：世界・日本のスタートアップエコシステムと公共セクター（政

府・自治体）の寄与
スタートアップエコシステムに関する概論と、エコシステムプレーヤーと
しての公共セクターの役割について説明します
[登壇者]
藤本あゆみ（SEAJ代表理事）

● パネルディスカッション：スタートアップエコシステムとしての福岡の現在
地と展望
スタートアップエコシステムとしての福岡市の現状と短期的・中長期的課
題、今後の展望について議論します

[モデレータ]
泉友詞（PAAJ理事・株式会社DOZAN PARTNERS代表取締役社長兼CEO）
[登壇者]
藤本あゆみ（SEAJ代表理事）
藏滿渓（福岡市経済観光文化局創業推進部創業係長）
鳥越正則（CIC Fukuokaゼネラル・マネージャー）
泉友詞（PAAJ理事・㈱DOZAN PARTNERS代表取締役社長兼CEO）

● 会場との質疑

18:25-18:35 休憩 

18:35-19:35 セッション２｜スタートアップにとっての新・必須科目：非市場戦略とパブリック
アフェアーズ

● 基調講演：スタートアップにとっての新・必須科目：非市場戦略とパブリッ
クアフェアーズ
スタートアップの成長戦略として、外部環境＝PESTを変える・創るという発
想とその実現方法について解説します

[登壇者] 
高橋朗（SEAJ理事／マカイラ㈱代表取締役COO） 

● パネルディスカッション：様々なプレーヤーによるパブリックアフェアーズ
事例とその意義
福岡市のケースをはじめ、大小、様々なルールメイキング／パブリックア
フェアーズの事例を紹介し、具体的な進め方や効果について深掘りし、PA活
動を自分ごと化していただきます

[モデレータ]
高橋朗（SEAJ理事／マカイラ㈱代表取締役COO）
[登壇者]
中西貴子（内閣府地方創生推進事務局参事官）
堀ナナ（Tensor Energy株式会社代表取締役）
木村光陽（福岡市総務企画局企画調整部企画課係長）
宮田洋輔（PAAJ理事／㈱ポリフレクト代表取締役社長）

● 会場との質疑

19:35-20:00 ネットワーキング
登壇者・参加者間で自由に交流いただけるネットワーキングの時間を設けます。 意
見交換や新たな連携のきっかけづくりにご活用ください
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